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• 自助

自分を自分で助けること

平時から備えておく

・ 共助

互いに助け合うこと

・ 公助

減災のためのしくみづくり
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【備え】

• 災害がいつ発生しても困らないように、備えておくべきもの
は多い
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倒れない
よう固定
します

使用期限を定期
的に確認します



※避難のための備え

ガラスや壁など、倒壊・破損などの恐れのある
ものがどこにあるかを確認
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※ 避難のタイミング

• 避難情報の種類と対応

避難指示（緊急・警戒レベル４）

避難勧告（警戒レベル４）

避難準備・高齢者等避難開始（警戒レベル３）

〇 地震：災害発生後に避難する

〇 水害：災害発生前に避難する

※「避難」=「難」を避けること。安全な親戚・知人宅も避難先

になり得る。

7



１．「要配慮者」とは
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〈要配慮者とは？〉

要配慮者（災害時要援護者）とは、安全な場所に避難する
などの災害時の一連の行動をとるのに支援を要する方々

・介護保険制度の要支援・要介護認定者

• 身体障害者手帳を所持する者

• 療育手帳を所持する者

• 精神障害者保健福祉手帳を所持する者

• 難病患者（特定医療費（指定難病）受給者等）

• 乳幼児及び妊産婦

• 65歳以上のみ世帯（一人暮らし・夫婦等）

• 上記以外で特に配慮を要する者
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〈避難行動要支援者とは？〉

避難行動要支援者とは、要配慮者（災害時要援護者）のう
ち、自ら避難することが困難であって、特に支援を要する方
々

・ 介護保険の要介護認定で、要介護3以上

• 要介護2以下で認知症高齢者の日常生活自立度Ⅱ以上

• 重度障害（身体障害 1・2級、知的障害 A、精神障害 1級）

• 視覚障害・聴覚障害 3・4級

• 音声・言語機能障害 3級

• 肢体不自由（下肢・体幹機能障害）3級

• 人工呼吸器装着者等、医療機器等への依存が高い難病
患者

（大阪市）
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• 支援を必要とする人たちは、地域のなかにた
くさんいます

・生活のしづらさのあるかた

・判断することが難しいかた

・妊産婦のかた

・様々なこだわりのあるかた

・その他
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① 食事（しょくじ）

② トイレ

③ 音（おと）

④ プライバシー

⑤ 不安（ふあん）
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〇避難所生活を想像してみましょう



段ボールベッドの活用



２．平時からの「つながり」と要配慮者への「気づき」
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〈内閣府資料〉
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倒壊した建物から救出され生き延びることが
できた人の約8割は、家族や近所の住民等に

よって救出されている。消防、警察及び自衛
隊によって救出された者は約2割（図表1）。

自力で脱出したり、家族、友人、隣人等によっ
て救出された割合が約9割を超えており、救助
隊によって救助されたのは1.7％（図表2）。



「つながり」と防災

○ 東日本大震災（2011年3月11日）
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《被災地における共助》

－内閣府によるヒアリング調査－

【調査概要】

〇調査対象者：仙台市、大船渡市、気仙沼市で被災経験のある

30～80代の男女

〇実施期間：平成26年2月～4月

〇調査結果：地域コミュニティにおける助け合いが、被災者の生

活の維持に特に大きな役割を果たしている。

１．共助によって倒壊した自宅から救出された事例
２．共助によって助け合って避難を行った事例
３．共助によって助け合って避難所の運営を行った

事例

４．共助によって隣近所の住民が助け合って在宅

避難を行った事例
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《参考》

○ “ソーシャル・キャピタル”への期待

1993年 パットナム 『哲学する民主主義』

「信頼」 「規範」 「ネットワーク」

・信頼の「質」 e.g. コンフリクト
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３．つながりをつくるための「しくみ」
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件 数 割 合

要支援事例 ３７ ８．８％

準要支援事例 ４６ １０．９％

要支援予備群事例 ４４ １０．４％

いずれでもない ２９５ ６９．９％

合 計 ４２２ １００％

（１）「何らかの支援」を要する世帯が３割にのぼる

［生活課題に関する調査］

（２）15歳以上65歳未満のうち２％の人が長期に
ひきこもっている

・ひきこもり～「社会的孤立」の象徴ともいえる社会的課題
の一つ。実際は相当深刻な事態
・長期にひきこもっている人は、全員が男性で半数以上が
40歳以上の高年齢層
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①専門職による相談受付と継続支援

②専門職と地域の担い手との個別支援に向け

た話し合い

③専門職と地域の担い手との同行訪問の基点

④専門職と地域の担い手との地域課題の共有

［共助のしくみづくり］
-住民と専門職とのつながりによる活動-



[A自治会] 身近な福祉相談所ぽっと （2週間に１回開催）

《活動の様子》
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4．「つながり」による支え合いと防災



・ 平時からの「配慮」

• 日常のつながりによる「生活のしづらさ」への「気づ
き」と「支え合い」

• 自宅及び避難時のリスクや注意点について、ハザ
ードマップ等を用いて本人と一緒に確認、共有する

• 地域内、自治会内で防災について話す機会をもつ

（避難誘導のポイント等をハザードマップと一緒に各

戸に配布、回覧しておく）

• 救助用品を備える（定期的に見直す）

• 社会福祉の観点から防災を考える
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4．「つながり」による支え合いと防災



ボランティアへの対応（例）
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広島県社会福祉協議会



【YES－ｆｍ】毎週水曜日10:45～10:50

＜ハートフルステーション＞

ハートフルステーションは、下記の専用アプリを使えばPCや
スマホからどこにいても番組を聴くことができます！

https://fmplapla.com/yesfm/
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ありがとうございました。
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